
国会に憲法改正論議を求めるオンライン国民集会
“国の使命”を国会議員は考え直すべき

12月2日に開催された“国会に憲法改正論議を求めるオンライン国民集会”でジャーナリス
トの櫻井よしこ氏が「国会議員は自分の役割を何と考えてる？立憲民主党は憲法議論を拒
否してるが、国民に国の在り方を問う為の準備をなぜしない？議論してないのに『時期尚
早！議論が熟してない！』という資格はあるのか！日本の一番の脅威は中国で隙あらば日
本を狙っている。その中国の脅威の前に今の自衛隊・海上保安庁で守れるのか？国会で立
憲共産党は桜・モリカケをやってるが、国民・国土を守ることが国家の最大限の責任。国
の使命とは何か国会議員は考え直すべき。胸を張って仕事をしてきたと言えるのか！」と
憲法議論から逃げ続けてる立憲民主党と共産党に苦言を呈しつつ、憲法改正の重要性を訴
えた。

また門田隆将氏も「中国の力による現状変更を防ぐには一国では無理なので米豪印を含
む環太平洋条約機構を構築し一斉に反撃する体制を作れば抑止力になる。国民の命・子や
孫の命を守るために【集団的自衛権を獲得し、環太平洋条約機構構築し抑止力で平和を守
るべき】と主張する政治家が日本にいないのが不思議。中国は2049年迄に“100年の恥辱を
晴らし偉大な中華民族の復興を果たす”と公言。つまり中国の主目的は日本民族にあると忘
れてはいけない。日本は周辺国と連携し抑止力を高め、中国の力による現状変更をさせな
いための議論をすべき」と中国の脅威に立ち向かう為にも憲法改正議論をせよと訴えた。

尚、国会に憲法改正論議を求めるオンライン国民集会には自民党・公明党・日本維新の
会・国民民主党が参加するも、立憲民主党は要請されるも参加を拒否するなど、立憲民主
党は議論する姿勢すらないことが改めて露わになった。
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自衛隊基地周辺・自衛隊の電波塔周辺・米海軍や自衛隊艦艇が出入りする港が一望できる場所など
日本の安全保障上重要な土地を買い漁る元中国人民解放軍の軍人や中国資本…

この問題に対して地元国会議員は「自衛隊基地近くに中国資本が土地を買ったくらいで問題なのか」と危機感なしの発言。
政府は安全保障上重要な土地を守るために中韓のように外国人土地取引規制を一刻も早く施行すべき
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